「明暗」読書メモ

大正５年１月、漱石は、リューマチ治療のため湯河原に移り２月まで滞在した。４月になると糖尿病の痛みであるとの診断がなされたが、治療を受けながら、朝日新聞に５月２６日から「明暗」の連載を始め、１２月１４日にさ草の死によって未完のままに終わった。漱石の最後にふさわしい長編小説である。この作品では、由雄とお延の若夫婦の不安的な家庭生活を中心にして、金策に苦労する二人に絡む登場人物が劇的に光彩を放ち、人間のエゴイズムが追求されている。

　「則天去私」とは、むしろ現実の中にあって、現実にとらわれず、自己の欲望や執着から自由になることであろう。漱石は、「明暗」を書くことによって「欲了」された頭を漢詩によって清めるといっているが、この作品で、高いところから降りてきてその有様を描きその治療法を暗示している。
　１１月２１日、「明暗」の百八十八回を書いたが、翌２２日は気分が悪くて執筆できなかった。胃潰瘍の再発であった。２７日夜中に容態が急変、重体に陥った。１２月９日夕方死去。満４９歳だった。

　「心」―＞「道草」―＞「明暗」

「道草」

モチーフ

　帰ってくる

　他者との関係

　健三、妻との対話

　妻には、妻の論理

　妻によって相対化された自分、健三

「明暗」

　モチーフ

　津田、30歳　　お延、23歳　大正の新しい時代を生きる夫婦

　関係の変幻

　　男と女は一緒になれない

　　なれないことを悟る

　　お延への我執＜――作為的、意識的、ニヒリスティックな関係を打破したい

　　津田の虚栄心、自分の存在に気がつかない

　　吉川婦人　自分への批判は働かない、自分が見えない

　　小林、清子も

